非常用位置指示無線標識装置(EPIRB) by 石島 巌
No. 342 
昔日の機器 番外編 (11)
非常用位置指示需線標識聴置 (EPIRB)
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21世紀に向けての海運界は省力化の戦争であ 受信されるとドップラー効果を利用して発射地
るとも言える。数十万トンの巨大タンカーを 10
名余の乗組員で運航させるためには，もはや通
信だけを担当する通信士が乗務することは許さ
れず，通信業務は航海士や機関士が兼務するこ
ととなる。衛星通信や短波印刷電信を駆使する
自動化したシステムが構築されつつあって，
通信も例外ではない。最後に紹介するのは，こ
れからの遭難通信を担う EPIRBという装置であ
る。 EmergencyPosition Indicating Radio 
生存艇EPIRB
MODEL JXVテ 1
アンリツ膀製造 (1987)
点が測定される。その時，衛星からLUT(l.ocal
User Teminal)が同時に見える場合は，即座に
1.5 GHz帯の電波によってデータが送信され，
LUTが救助活動を開始する。衛星からLUTが
見えない場合には，データは衛星内に記録され，
可能な地点に達した後LUTに伝送されるが最
悪の場合 110分後となると計算されている。
LUTは，わが国では横浜に置かれ海上保安
が運用を担当している。保安庁が遭難地点に
最も近い船舶を特定して救助を要請できるよう
に，洋上の船舶は毎日保安庁に船位を通知して
おかなければならないが，この通信は今のとこ
ろモールス通信で行われており，救助要請の通
信もインマルサットを除けば，モールス通信に頼
らざるを得ない現状である。今世紀末までには
全船舶にインマルサットが普及し，それに移行
してゆくものと期待されている。
これからの海上通信では遭難に際して乗組員
は何もしないでよいわけであるが，海上通信に
従事してきた者にとっては，若干の不安を禁じ
得ないものがある。
Beaconの略で，専門家はイバープと発音するが，
タカ号遭難の報道でテレビやラジオではイーパ
プと発音されていたのを御記憶の方も多いと思
う。不幸にも電池が接続されておらず，使用で
きなかったのは写真の細い方に類するもので，
本来ならば 121.5:MHzの電波を発射して，航空
機に探知されたはずの装置である。今後の主要
なEPIRBは太い方のもので，通常船外に取り
付けておき，遭難によって水深 4メートル以十．
の水圧を検知すると船体から自動的に離れて浮
上し， 406lVIHzの電波を衛星に向けて発射する。
搬送波を直接位相変調する方式のディジタル通
信で，旧ソ連のCOSPAS衛星 2個と米国のS
ARSAT衛星 2個が約 1,000キロメートルの高 乳［子十青剖t学f斗財］第d受 1i瓜｝ 蘭支
度の極軌道を周回しており，いずれかの衛星で
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